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はじめに 施工者様へ1

無線調光ユニットを取り付けるために、デジタルインターフェース　 が搭載されている
器具が必要となります。　搭載の照明器具については、カタログをご参照ください。

一部の器具は無線調光ユニットが既に搭載されています。

●無線調光対応LED器具

■必要機器の確認
ワイヤレス接続のために、コントローラ以外に必要な機器は
全てお手元にございますか？

チェック

LED照明器具1台あたりに1つ必要です。無線調光ユニットはLED照明器具の形
名で適合が異なりますので適合した無線調光ユニットをお選びください。

●無線調光ユニット

MEMO

［パネルタイプ］搭載タイプ 搭載タイプ
無線調光対応タイプ
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無線が届かない場所に設置した照明器具は
操作できません。

コントローラの取付場所について
コントローラから出る無線信号の届く範囲でなければ、照明器具が操作できませ
ん。また、コントローラから照明器具までの高さによって、無線の届く範囲が変わり
ます。範囲内に、無線で操作したい全ての照明器具が入るよう、コントローラの取
付場所を調整してください。取付場所は、遮へい物が無く見通しの良い壁面に取り
付けてください。詳しくは取扱説明書をご覧ください。

Myシリーズ（天井高6ｍまで）
無線の届く範囲 : 
左右に40ｍ、操作面側に30ｍ

GTシリーズ（天井高6～15ｍまで）
無線の届く範囲 :
左右に15ｍ、操作面側に20ｍ

■無線の届く範囲について

■見通しの良い場所への取り付けについて

40m

30m30m
20m20m

40m
15m15m

遮へい物があると、無線が届かない。

高さ
6～15m
まで

高さ
6m
まで
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壁付形コントローラ
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はじめに 施工者様へ1

■「アドレス」とは何ですか？
複数のコントローラがある際は「無線アドレス(コントローラ番号)」を割り当て
ることで各コントローラの操作対象となる器具を指定します。アドレスは最大
10(1～10まで)を設定することができます。”アドレス1”とされた器具は、”アドレ
ス1”のコントローラから発信された命令のみを受け入れ、実行します。

空間内に同じアドレスが重複して使用されるおそれがあります。同じアドレス番
号コントローラの無線到達範囲が、重なって器具に到達すると複数の無線命
令を受け、照明の予期せぬ明滅などの動作不良を引き起こす要因となります。

「アドレス」をあらかじめ設定しないと…

どちらを実行したら
良いのか?

点灯消灯

2
2

1

1

1

1

1

1

3

3
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はじめに 施工者様へ1

ひとつのコントローラの中で、更に細かく各々の明るさを変える事ができる系
統の単位を「回路」と呼びます。MILCO.Sシリーズの製品群には、ひとつのコン
トローラで４系統の回路を制御できるものと、２回路のものがあります。

■「回路」とは何ですか？

回路
1

回路
2

回路
3

回路
4

たとえば本器（MS711S）を２台使えば、８回路の器具群を設け
それぞれの明るさを変え点灯させることができます。

「回路」を活用すれば…

通信線

1

1
2

3
4

1
2

3
4

2
3

4
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アドレス①（コントローラ①） アドレス①
（コントローラ①）

50% 25% 75% 100%

回路 1 回路 2 回路 3 回路 4

アドレス②（コントローラ②）

 アドレス②
（コントローラ②）

50% 25% 消灯 100%

回路 1 回路 2 回路 3 回路 4
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はじめに 施工者様へ1

■ 「アドレス」「回路」の番号設定は
　機器のスイッチ操作で行います
器具に搭載される無線調光ユニットと、コントローラの「ディップスイッチ」
に、精密ドライバー等を使用し、アドレス及び回路番号の割り付けを行いま
す。コントローラ側、及びその制御対象となる照明器具側のアドレスを合致さ
せます。

●無線コントローラ側のディップスイッチ部（例）

●照明器具側に搭載された
　無線調光ユニットのディップスイッチ部（例）

器具側(無線調光ユニット)には、アドレス番
号に加え自身の属する回路番号を定めます。

アドレス番号：2　回路：2の場合

アドレス番号：2の場合

おねがい



アドレス
1

アドレス
1

アドレス
1

アドレス
1

固有のID番号

アドレス
1

固有のID番号

アドレス
1
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はじめに 施工者様へ1

どちらを実行したら良いのか?

システムID設定は必ず必要です
コントローラと照明器具に搭載された無線調光ユニットには、ディップスイッチ
操作によって、必ず「1」～「10」いずれかの無線アドレス番号が与えられてお
り、無線操作対象器具の識別を行います。
しかし、自器と同じ無線アドレスを持つコントローラが、周囲に２台以上存在す
ると器具はどのコントローラからの命令を受ければ良いか判断できず、誤作動
します。（遠方に設置された同一アドレスの対象外コントローラから、何らかの
原因で器具に電波が届いたり、将来の近隣エリア工事時に、他事業者によって
同一アドレスのコントローラが設置されるケースなどが考えられます。）
システムIDは、コントローラ個体が持つ一つ一つ異なった独自の番号です。こ
の固有のID番号を1～10のアドレス番号に加えて器具に与えることで、以後他の
コントローラの命令による誤作動を防ぐための初期設定作業が「システムID設
定」となるため、必ず行ってください。

■アドレスに「システムID」を加え確実な紐付けを行います

アドレス設定のみ

消灯点灯

紐付けできた!

システムID設定付与

消灯点灯

おねがい
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機器設置作業 施工者様へ2

ロック中の解除に使用します。設定中
は設定の取り止めに使用します。

製品表面

スケジュールを実行/停止するために使
用します。スケジュール運転中は「スケジ
ュール表示　　   」が点灯します。

上下ボタンに触れる
事で回路(1～4）の調
光率を個別に変更し
ます。調光率レベルは
インジケータに表示
されます。

シーンを実行するために使用します。工
場出荷時は以下のシーンが登録されて
います。

制御している全ての回路の100％点灯・
消灯を行います。

調光率、時刻、モードを表示します。

コントローラの番号や調光率、色温度、
時刻などを表示します。

本器の設定を行います。

100%
76～99%
51～75%
26～50%
1～25%

0%

調光率
〈調光率 表示レベル〉

表示

■コントローラ各部の名称と働き

3

4

5

87

6

1

2

1

2

3

4

100%

100%

100%

100%

5%

5%

5%

5%

25%

25%

25%

25%

50%

50%

50%

50%

75%

75%

75%

75%

100%

100%

100%

100%

0%

0%

0%

0%

項目

目標調光率
（回路①）

目標調光率
（回路②）

目標調光率
（回路③）

目標調光率
（回路④）

No.
初期値
シーン

3
シーン

4
シーン

5
シーン

6
シーン

1
シーン

0
シーン

2

　スケジュール入/切ボタン4

　100%点灯ボタン・消灯ボタン5

　設定ボタン8

　コントローラ番号選択上下ボタン7

　7セグメント表示6

　シーンボタン3

　解除ボタン1

　回路毎調光率変更ボタン2



8

機器設置作業 施工者様へ2

照明器具を無線で制御するための無
線アドレスの設定に使用します。無線
アドレスがコントローラ番号となります。

他のコントローラと接続を行う場合に
使用します。単独でご利用頂く場合は
使用しません。

他のコントローラから通信線を接続す
るために使用します。

電源線を接続するために使用します。

内部のマイコンをリセットする場合に
使用します。右側（A）が、コントローラ
用のリセットボタンです。左側（B）が、
表面パネル用のリセットボタンです。

製品裏面

 製品裏面
（カバー外し時）

 製品裏面
（カバー有り時）

12

9

10 11

13
（B） （A）
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　電源端子台11

　通信線12

　リセットボタン13

　無線アドレススイッチ9

　通信線端子台10
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❷無線調光ユニットのアドレス番号・回路番号を設定します

機器設置作業 施工者様へ2

コントローラと器具に搭載される無線調光ユニットの「ディップスイッチ」を、精
密ドライバー等を使用し操作、アドレス及び回路番号の割り付けを行います。コ
ントローラ側、及びその制御対象となる照明器具側のアドレスを合致させます。

無線コントローラ側のディップスイッチ部（例）

照明器具側に搭載された無線調光ユニットのディップスイッチ部（例）

器具側(無線調光ユニット)には、アドレス番
号に加え自身の属する回路番号を定めます。

アドレス番号：2　回路：2の場合

おねがい

アドレス番号：2の場合

■無線コントローラと無線調光ユニット
　のディップスイッチを操作します

❶無線コントローラのアドレス番号を設定します
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機器設置作業 施工者様へ2

○無線アドレス番号（コントローラ番号）設定一覧

無線アドレス 2

無線アドレス 5

無線アドレス 8

無線アドレス 1

無線アドレス 4無線アドレス 3

無線アドレス 7無線アドレス 6

無線アドレス 10無線アドレス 9

工場出荷時は「無線アドレス=1」に設定されています。MEMO
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■基本設定

設定を行うシーン名「シーン0」表示が点灯します。

点滅している「上」「下」ボタンをタッチしてシーンの照明をお好みの明るさ
に調整し「設定」ボタンを押すと、その明るさで「シーン0」調光率登録が完
了し、自動的に次の「シーン1」の調光率設定に進みますので引き続き登録
を行います。

「シーン0」から「シーン6」までを順に行います。「シーン6」の明るさ調整を終
え「設定」ボタンを押すと　 7つのシーン開始時刻設定に進みます。

初期のシーン設定表（工場出荷時）

「設定中」点灯LEDの左側「解除」ボタンを押すと設定を破棄し取り止めるこ
とができます。また設定中３分間無操作が続くと、同じく設定は破棄されます。

例えば、必要シーンが2つでも7つのシーン設定となりますが、再設定不要な
場合は「設定」ボタンを押せば、すでに入力されたシーンを変更することなく、
次のシーンに進めます。

７つのシーン調光率設定

現在設定中のシーン名が点灯します。

項目

1

2

3

4

100%

100%

100%

100%

5%

5%

5%

5%

25%

25%

25%

25%

50%

50%

50%

50%

75%

75%

75%

75%

100%

100%

100%

100%

0%

0%

0%

0%

目標調光率（回路①）

目標調光率（回路②）

目標調光率（回路③）

目標調光率（回路④）

No.
初期値

シーン
3

シーン
4

シーン
5

シーン
6

シーン
1

シーン
0

シーン
2

1

3

2

2

MEMO

MEMO

運用設定3 施工者様・ユーザー様へ

3
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７つのシーン開始時刻設定

「シーン0」から「シーン6」までを順に設定します。「シーン６」の開始時刻設
定を終え「設定」ボタンを押すと、基本設定すべての作業が完了します。

0：00 23：5918：0012：006：00

6

3

0

シーン0,3,6に開始時刻を設定した例

設定を行う「シーン０」「スケジュール」表示が点灯します。点滅している
「上」「下」ボタンをタッチしてシーン開始時刻　　　   ～　　　  （LED表示
画面）を入力します。シーンをスケジュー
ル運用しないときは、　　　   のままとし
ます。すでに時刻が入力された状態では、
時刻　　　  から、さらに「下」ボタンを押
すと、　　　  （設定なし）になります。

シーンの開始時刻が決まったら「設定」ボタンを押すと、その時刻で「シー
ン０」開始時刻が完了し、自動的に次の「シーン１」開始時刻設定に進みま
すので、引き続き、登録を行ってください。

シーン 0
シーン 3
シーン 6

シーン名 開始時刻

シーン 1
シーン 2
シーン 4
シーン 5

シーン名 開始時刻

6

1

2

3

現在設定中のシーン名と、スケジュールが点灯します。

3

運用設定3 施工者様・ユーザー様へ
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■ 誤ったアドレス設定がされている場合の点灯例
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施工者様・ユーザー様へこんなときは5

コントローラの通電を確認します
コントローラの通電を示
すLEDが点灯しているかを
目視確認してください。
点灯が確認できないとき
は、コントローラへ正しく
給電するよう施工を行って
ください。

「100%点灯」ボタンと「消
灯」ボタンを交互に押し、
コントローラの対象となる
照明器具群が正しく点滅
するか目視で確認します。

1

または

コントローラと器具間の接続を確認します
最初に、対象器具の点灯・消灯確認を行います。正しく点滅しないときは、チェック
と処置を行うため

2

（p.28-p.31）に進んでください。1 2 3 4 5

対象外器具群

別の列で、対象外器具が
作動してしまっている

別の部屋で、対象外器具が
作動してしまっている

対象器具が
常に作動しない

アドレス 2
対象器具群

アドレス 1
対象外器具群

アドレス 3
（表面パネルには

と表示）

コントローラ
　　　　　の場合アドレス 1
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施工者様・ユーザー様へこんなときは5

照明器具への電源を確認し、接続不良の箇所
があれば正しく給電してください。
なお照明器具に正しく給電された状態であれ
ば、調光信号を送出する壁付形・天井埋込形コ
ントローラの電源のみを落としたとき、照明器
具は調光されず100%で点灯します。

コントローラのアドレス番号
と、対象器具に搭載された無
線調光ユニットのアドレス番
号が同一になっているか、デ
ィップスイッチを目視確認し、
異なっている場合は合致させ
てください。

無線調光ユニットの取り付け
を確認し、コネクタ等接続不
良の箇所があれば正しく給電
してください。

❶照明器具への給電をチェックする

❷無線調光ユニットへの給電をチェックする

❸器具のアドレスと、無線調光ユニットのアドレスをチェックする

Myシリーズ（例）

コネクタ

無線調光ユニット
アドレス番号

コントローラアドレス番号

p.3へ

「『アドレス』 『回路』の番号設定は機器のスイッチ操作で行います」

「『アドレス』とは何ですか？」

p.5へ
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こんなときは 施工者様へ5

コントローラと器具のアドレスが合致していても特定の器具が操作できない場合、
コントローラと器具の「無線システムID」が合致していない可能性があります。

「無線システムID」の不一致には、A)B)2つのケースが考えられますが、動作不良の
場合A)B)どちらの可能性もあるため、次の処置を行います。

❹無線システムIDの設定

①操作できない無線調光ユニットの「無線システムID」をリセットする（p.30）
②操作できない無線調光ユニットへ「無線システムID」を再度割り当てる（p.32）
③操作できるか点灯・消灯を確認する（p.32）

対象器具(操作できない)

対象器具（操作できる）コントローラ

右図C)のようにコントローラ・すべて
の無線調光ユニットに、無線システム
IDが未割当のとき、ケースA)B)に示す
ID不一致による操作障害は起きませ
ん。無線範囲が原因である可能性が
あるので、先に❺（p.32）をチェックし
てください。但し、❺項の処置で問題
が解消された場合でも、そのまま無線
システムIDを割り当てないまま使うこ
とはせず、正常作動確認の後、無線シ
ステムIDの設定は必ず行ってください。

対象器具（操作できない）

対象器具（操作できる）コントローラ

アドレス 2
無線システムID

アドレス 2
無線システムID

アドレス 2
無線システムID

アドレス 2
無線システムID

対象器具（操作できる）

対象器具(操作できない）

コントローラ

B)

C)

A)

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
無線システムIDが

割り当てられていない

アドレス 2
コントローラと異なる無線

システムIDが割り当てられている

おねがい
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施工者様へこんなときは5

①操作できない無線調光ユニットの「無線システムID」をリセットする
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リセット対象となる照明器具の電源を切
ります。この際はコントローラによる0%
調光制御（消灯）ではなく、電灯電源自体
を落としてください。

リセット対象となる照明器具の電源を入
れ、3秒以上待ちます。この時点で無線調光
ユニットの「無線ID」がリセットされます（既
にあるIDが消去されて、空になります）。

リセット対象となる照明器具の電源を切ります。

無線調光ユニットの「リセット」ディップスイッチを通常通り
OFFに戻します。これで本操作は完了し、次の手順で無線
システムIDを再び割り当てます。

リセット対象となる器具の無線調光ユニットの
「リセット」ディップスイッチをONにしてください。

対象器具(操作できない)







コントローラの回路設定を確認します
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3

回路毎に明るさを手動で変え（左側・個別調光率操作）、各回路が操作できる
か確認してください。特定の回路が操作出来ない場合は次のチェックと処置を
行います。

回路４器具群  明るさ調節の例

回路４の明るさを調節する

回路番号

○無線調光ユニットの回路番号をチェックする

○コントローラ、無線調光ユニットの回路番号をチェックする（本ページ）

「回路の設定方法」 p.11へ

こんなときは 施工者様へ5
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施工者様へ参考6

■無線中継器兼PWM変換器（MS406）の活用例

無線コントローラからPWM調光信号対応器具を調光します。

無線通信範囲内に障害物などがある場合、無線範囲を補完します。
※コントローラ本来の無線通信範囲を広げる目的ではご使用できません。

無線中継器としての使用

PWM変換器としての使用

回路
1

回路
2

回路
3

回路
4

回路
1

回路
2

回路
3

回路
4

無線調光機能対応器具を使用する場合 PWM 調光信号対応器具を使用する場合

無線通信範囲の中で、障害物などがある場合
器具に無線信号が届かないことがあります。

無線通信範囲の中で、2台まで無線中継器を
設置することで器具に無線信号を届けます。

無線通信範囲については各製品の取扱説明書をご覧ください。MEMO
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器具見通しでの無線通信範囲
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器具見通しでの無線通信範囲
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